★名古屋支部例会　　　　　　　2008年7月12日（土）14:00～16:30

会　場：名古屋市北生涯学習センター　第5集会室

参加者：吉田孝次、岡本貞夫 木村達也、清野千代子、田中利彦、池村俊彦
（6名）
話　題：
1． 大赤斑とすぐ右側に小さな赤い渦のその後(池村)
7月4日前後にするりと追い越して通り過ぎました。
2.　 流星群の命名方法について(岡本)
IAUで流星群の命名方法について作業部会で検討状況についての紹介。
3.　 本の紹介「日本の天文学の百年」(木村)
2005年に行われたOAA名古屋総会の写真が掲載されていました。
4.　ディジタル一眼レフを使った流星観測について(吉田)
ディジタル一眼レフの便利な機能を生かして、天体撮影にもっと利用すべきだと思います。
5.　 彗星の写真紹介(田中)
07W1ポアッチーニは、なんとか写りましたが、尾は写りませんでした。
6.　 ＯＡＡの活性化について(池村提起、全員で討議)
地域での天文イベントの企画はなかなかたいへんなことだという意見が多く出ました。
詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　池村俊彦）
